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二
〇
二
一

平
城
宮
跡
資
料
館
秋
期
特
別
展

地
下
の
正
倉
院
展

【
木
簡
を
科
学
す
る
Ⅱ
】

第
１
期

一
〇
月

九
日
（
土
）

－

一
〇
月
二
四
日
（
日
）

第
２
期
展
示
木
簡

第
２
期

一
〇
月
二
六
日
（
火
）

－

一
一
月

七
日
（
日
）

＊
木
簡
は
二
期
に
分
け
て
展
示
し
ま
す
。

※
本
解
説
シ
ー
ト
で
は
、
今
回
の
展
示
に
あ
た
り
再
検
討
し
た
結
果
、
既
報
告
の
釈
文
を
改
め
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
展
示
番
号
の
上
部
に
記
し
た
◎
は
国
宝
を
、
○
は
重
要
文
化
財
を
示
し
ま
す
。

木
簡
の
年
輪
を
測
る

３

板
目
材
の
木
簡
３

岡
本
宅
か
ら
の
サ
サ
ゲ
の
進
上
状

（
Ｓ
Ｄ
５
３
１
０
出
土
。『
平
城
京
木
簡
三
』
五
六
七
一
。

以
下
、
京
三

－
五
六
七
一
の
よ
う
に
略
記
。）

(

表)

岡
本
宅

上
進
青
角
豆
十
把

(

裏)

天
平
八
年
七
月
廿
日
田
辺
久
世
万
呂

長
さ
二
五
〇
㎜
・
幅
三
七
㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
一
一
型
式

岡
本
宅
が
青
角
豆
を
十
把
進
上
し
た
と
き
の
木
簡
。
岡
本
宅
は
藤
原
氏
の

あ
お
さ
さ
げ

京
外
の
拠
点
と
み
ら
れ
、
他
の
日
に
は
栗
や
瓜
を
進
上
し
て
い
る
。
正
倉
院

文
書
に
は
、
同
じ
天
平
八
年
（
七
三
六
）
に
皇
后
宮
職
の
写
経
所
と
の
間
で

こ
う
ご
う
ぐ
う
し
き

経
典
の
貸
し
借
り
を
し
た
記
録
も
あ
る
（
岡
本
宅
請
経
帳
、
『
大
日
本
古
文

書
』〈
編
年
文
書
〉
七
巻
五
一
・
五
二
頁
）
。
場
所
は
正
確
に
は
不
明
な
が
ら
、

飛
鳥
な
ど
が
有
力
で
あ
る
。

青
角
豆
は
、
サ
サ
ゲ
の
若
莢
を
食
用
と
す
る
サ
ヤ
サ
サ
ゲ
の
こ
と
。
サ

さ
や

サ
ゲ
は
、
莢
ご
と
食
べ
る
場
合
は
「
莢
角
豆
」「
青
（
大
）
角
豆
」「
生
（
大
）

角
豆
」
な
ど
と
書
き
、
束
・
把
で
数
え
る
。
一
方
、
莢
の
中
の
豆
を
食
べ
る

場
合
は
石
・
斗
・
升
・
合
と
い
っ
た
容
積
の
単
位
で
数
え
る
。
こ
の
時
は
単

に
「
大
角
豆
」
と
書
く
。

の
よ
う
に
「
大
角
豆
」
を
把
で
数
え
る
例
も
あ

33

る
が
、
「
莢
」
「
青
」
「
生
」
を
省
略
し
た
も
の
で
、
サ
ヤ
サ
サ
ゲ
と
考
え
ら

れ
る
。（
１
期
展
示

、
お
よ
び

も
参
照
）。
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典
型
的
な
板
目
材
で
、
表
面
に
は
木
目
が
不
規
則
に
現
れ
て
い
る
。
側
面

い
た

め

や
木
口
面
に
は
三
～
四
層
の
年
輪
が
確
認
で
き
る
。

こ
ぐ

ち

４

板
目
材
の
木
簡
４

言
偏
の
文
字
な
ど
を
記
し
た
習
書
木
簡

（
Ｓ
Ｄ
４
１
０
０
出
土
。
『
平
城
宮
木
簡
四
』
四
六
八
八
。

以
下
、
宮
四

－

四
六
八
八
の
よ
う
に
略
記
。）

(

表)

(
裏)

長
さ(

二
三
五)

㎜
・
幅(

二
九)

㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
一
一
型
式

主
に
言
偏
の
文
字
を
書
き
連
ね
た
習
書
木
簡
。
偏
を
固
定
し
、
旁
を
次
々

に
変
え
て
い
く
。
ど
ち
ら
の
面
か
ら
書
い
た
か
は
定
か
で
な
い
が
、
「
謹
」
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の
続
き
方
か
ら
表
裏
を
判
断
し
て
い
る
。

書
か
れ
て
い
る
文
字
か
ら
推
測
す
る
と
、
秦
某
と
い
う
人
が
何
か
を
請
求

す
る
文
書
木
簡
を
念
頭
に
置
い
て
書
い
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
内
容
が｢

謹

申
」
で
一
段
落
し
、
役
人
で
あ
れ
ば
文
書
作
成
で
お
馴
染
み
だ
っ
た｢

謹
」

の
文
字
を
ウ
ラ
面
冒
頭
に
書
い
た
あ
と
、
言
偏
の
文
字
へ
と
次
々
に
連
想
を

働
か
せ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。「
論
語
」
は
習
書
木
簡
に
し
ば
し
ば
登
場
し
、

｢

千
字
文
」
と
と
も
に
役
人
が
文
字
の
練
習
を
す
る
際
に
身
近
に
置
い
て
参

せ

ん

じ

も
ん

照
し
た
と
思
わ
れ
る
文
献
で
あ
る
。
偏
と
旁
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
文
字
も
あ

る
の
で
、
言
偏
だ
け
先
に
書
い
て
お
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
四
文
字
目
以

下
の
文
字
を
ど
の
よ
う
に
連
想
し
て
い
っ
た
の
か
を
想
像
し
て
み
る
の
も
楽

し
い
。
漢
字
と
し
て
意
味
の
わ
か
ら
な
い
文
字
も
あ
る
の
で
、
偏
と
旁
の
組

み
合
わ
せ
の
文
字
遊
び
の
趣
も
あ
る
。

３
と
同
じ
板
目
材
だ
が
、
こ
ち
ら
は
下
端
の
木
口
面
に
見
え
る
年
輪
が
若

い
た

め

こ
ぐ

ち

干
斜
め
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
表
面
の
木
目
の
現
れ
方
も
３
ほ
ど
不

規
則
で
は
な
い
。
な
お
、
板
目
と
柾
目
の
中
間
的
な
も
の
を
「
追
い
柾
目
」

ま
さ

め

な
ど
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
４
の
材
は
、
今
回
は
板
目
に
含
め
た
が
、
追
い

柾
目
と
見
な
し
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
（

も
参
照
）。

45

７

柾
目
材
の
木
簡
３

藤
原
麻
呂
宅
に
考
文
銭
と
智
識
銭
の
徴
収
を
依
頼
す
る
手
紙
の
木
簡

（
Ｓ
Ｄ
５
３
０
０
出
土
。
京
三

－

四
五
一
三
）

池
辺
波
利

大
鳥
高
国

八
多
徳
足

史
戸
廣
山

太
宿
奈
万
呂

川
内
馬
飼
夷
万
呂

村
国
虫
万
呂

大
荒
木
事
判

(

表)

中
宮
職
移
兵
部
省
卿
宅
政
所

杖
部
廣
国

日
下
部
乙
万
呂

東
代
東
人

太
屋
主

秦
金
積

太
東
人

山
村
大
立

陽
侯
吉
足

狭
井
石
楯

右
十
九
口
舎
人
等
考
文
銭
人
別
三
文
成
選
六
文
又
官
仰
給
智

(

裏)

馬
国
人

識
銭
人
別
一
文
件
銭
今
早
速
進
来
勿
怠
緩

他
田
神

大
属

天
平
八
年
八
月
二
日
付
舎
人
刑
部
望
麻
呂

〔
護
ヵ
〕

少
進

長
さ
二
六
一
㎜
・
幅
四
二
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
一
一
型
式

中

宮

職
（
聖
武
天
皇
の
母
藤
原
宮
子
の
家
政
を
担
当
す
る
役
所
）
か
ら

ち
ゆ
う
ぐ
う
し
き

み

や

こ

兵

部

省

卿
（
兵
部
卿
は
藤
原
麻
呂
）
宅
の
政

所
に
対
し
、
中
宮
舎
人
十

ひ
ょ
う

ぶ

し
ょ
う

ま
ん
ど
こ
ろ

ち
ゆ
う
ぐ
う
と
ね
り

九
人
の
考
文
銭
と
智
識
銭
を
至
急
徴
収
し
て
届
け
る
よ
う
依
頼
す
る
木
簡
。

こ
う
も
ん
せ
ん

ち
し
き
せ
ん

名
の
右
肩
に
書
か
れ
た
「

」
は
合
点
と
い
う
照
合
の
印
で
、
麻
呂
邸
で
徴

が
つ
て
ん

収
し
た
際
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

考
文
は
毎
年
の
勤
務
評
定
（
＝
考
）
を
記
す
文
書
で
、
そ
の
手
数
料
と
し

こ
う

て
評
定
を
受
け
る
本
人
か
ら
徴
収
す
る
の
が
考
（
文
）
銭
。
当
時
、
非
常
勤

官
人
は
六
年
ま
た
は
八
年
分
の
考
を
積
み
重
ね
る
と
位
階
昇
進
（
＝
選
）
の

せ
ん

対
象
と
さ
れ
た
（
成

選
）
。
成
選
に
あ
た
る
者
は
倍
額
を
徴
収
さ
れ
て
い
る
。

じ
よ
う
せ
ん

智
識
銭
は
、
主
と
し
て
仏
教
行
事
に
関
わ
る
寄
付
。

中
宮
宮
子
は
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
に
聖
武
天
皇
を
産
ん
で
以
来
病
気
が

ち
で
、
玄
昉
の
看
護
を
受
け
る
ま
で
人
事
不
省
状
態
だ
っ
た
と
い
う
。
天
平

げ
ん
ぼ
う

九
年
（
七
三
七
）
十
二
月
、
宮
子
が
出
産
以
来
初
め
て
我
が
子
聖
武
天
皇
に



( 3 )

面
会
し
た
の
が
皇
后
宮
で
あ
っ
た
。
多
数
の
中
宮
舎
人
が
藤
原
麻
呂
宅
に
出

向
し
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
中
宮
宮
子
の
健
康
状
態
と
関
係
が
あ
る
か
も

知
れ
な
い
。

目
の
細
か
な
柾
目
材
を
用
い
て
お
り
、
表
面
に
は
多
数
の
年
輪
が
見
ら
れ

ま
さ

め

る
。
７
の
よ
う
に
目
の
詰
ま
っ
た
柾
目
材
を
、
特
に
「
糸
柾
」
な
ど
と
呼

い
と
ま
さ

ぶ
こ
と
も
あ
る
。

８

柾
目
材
の
木
簡
４

「
官
」
「
宮
」
な
ど
似
た
文
字
を
記
す
習
書
木
簡

（
Ｓ
Ｄ
５
０
５
０
出
土
。
宮
三

－

三
一
二
二
）

(

表)

官
宮
中
大
式
民
治
件

〔
中
ヵ
〕

(

裏)

有
官
宮

大
式

長
さ
二
二
九
㎜
・
幅
二
四
㎜
・
厚
さ
二
㎜

〇
六
一
型
式

檜
扇
（
ヒ
ノ
キ
の
薄
板
で
作
っ
た
扇
）
の
骨
に
習
書
し
た
木
簡
。「
官
」「
宮
」

ひ
お
う
ぎ

と
い
っ
た
、
字
形
が
よ
く
似
た
文
字
を
練
習
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

し
か
し
、
つ
づ
く
「
中
大
式
民
治
」
に
目
を
向
け
る
と
、
別
の
可
能
性
も

浮
上
す
る
。「
官
宮
」
と
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
は
太
政
官
（
ま
た
は
神
祇
官
）

だ
い
じ
よ
う
か
ん

じ
ん

ぎ

か

ん

の
「
官
」
、
お
よ
び
宮
内
・
中

務
・
大
蔵
・
式
部
・
民
部
・
治
部
各
省
の
頭

く

な

い

な
か
つ
か
さ

お
お
く
ら

し

き

ぶ

み

ん

ぶ

じ

ぶ

の
一
文
字
を
書
き
連
ね
て
い
る
、
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は

｢

官
」「
宮
」
と
書
い
た
と
こ
ろ
で
、
役
所
の
名
前
に
連
想
が
広
が
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
「
中
件
件
件
件
件
件
」
「
謹
謹
有
有
者
者
有
」
「

省
」
と

書
か
れ
た
同
じ
檜
扇
の
骨
と
み
ら
れ
る
木
簡
も
出
土
し
て
お
り
（
宮
三

－

三
一
二
一
・
三
一
二
三
～
三
一
二
七
）
、
一
連
の
習
書
と
み
ら
れ
る
。
宮
三

－

三
一
二
四
に
「
省
」
の
字
が
あ
る
の
が
参
考
に
な
る
。

柾
目
材
で
、
７
と
比
べ
て
も
さ
ら
に
目
が
細
か
い
。
遠
目
に
は
、
ほ
と
ん

ま
さ

め

ど
年
輪
が
認
識
で
き
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

板
目
材
と
柾
目
材

柾
目
材
の
荷
札
５

尾
張
国
か
ら
の
庸
米
の
荷
札

13

（
内
裏
西
南
隅
外
郭
整
地
土
出
土
。
宮
七

－

一
一
三
〇
一
）

(

表)

尾
治
国
海
部
郡
嶋
里
人

(

裏)

海
連
赤
麻
呂
米
六
斗

長
さ
一
八
四
㎜
・
幅
二
二
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
五
一
型
式

尾
張
国
か
ら
納
め
ら
れ
た
米
の
荷
札
。｢

尾
治
国
海
部
郡
嶋
里｣

は
、
『
和

お

わ

り

お

わ

り

あ

ま

し
ま

わ

名

類

聚

抄

』
の
尾
張
国
海
部
郡
志
摩
郷
（
海
部
郡
は
今
の
愛
知
県
津
島

み
ょ
う
る
い
じ
ゆ
う
し
ょ
う

市
周
辺
。
志
摩
郷
の
位
置
は
諸
説
あ
る
）
に
あ
た
る
。

六
斗
を
単
位
と
す
る
米
の
貢
進
は
庸
と
し
て
の
も
の
で
、
明
記
は
な
い

よ
う

が
庸
米
の
荷
札
と
み
ら
れ
る
。
ウ
ラ
面
の
「
米
」
は
、「
六
」
と
書
き
か
け
、

そ
の
上
か
ら
重
ね
書
き
し
て
「
米
」
に
修
正
し
て
い
る
。
当
時
の
六
斗
は

今
の
約
二
斗
七
升
、
米
だ
と
四
〇
㎏
ほ
ど
に
あ
た
る
。
米
の
荷
札
に
は
、



( 4 )

の
よ
う
に
下
端
を
尖
ら
せ
る
特
徴
的
な
形
を
と
る
も
の
が
多
い
。

13
材
は
ス
ギ
。
ス
ギ
材
の
木
簡
は
、
ヒ
ノ
キ
に
次
い
で
多
い
と
さ
れ
る
。
ま

た
、

は
尾
張
国
か
ら
の
も
の
だ
が
、
特
に
日
本
海
側
の
諸
国
か
ら
の
荷
札

13

に
は
ス
ギ
材
の
も
の
が
多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
現
地
の
植
生
を
反

映
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
ス
ギ
の
柾
目
材
は
、
木
目
が
よ
く
通
っ
て

ま
さ

め

美
し
い
も
の
が
多
い
。

古
代
の
地
名
表
記
は
、
和
銅
六
年
（
七
一
三
）
に
良
い
意
味
の
漢
字
二

文
字
に
統
一
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
（
『
続
日
本
紀
』
同
年
五
月
甲
子
〈
二

日
〉
条
）
が
、
そ
れ
以
前
は
か
な
り
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
む
用
字
が
行

わ
れ
て
い
た
。
「
尾
治
」
は
尾
張
国
の
古
い
表
記
と
し
て
よ
く
見
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
「
海
部
郡
」
は
、
は
じ
め
「
海
郡
」
と
書
き
、
そ
の
後

「
郡
」
の
上
部
に
重
複
し
て
「
部
」
（
字
形
は
「
マ
」
）
を
後
補
し
た
よ
う

に
見
え
る
。
ウ
ラ
面
の
「
海

連
赤
麻
呂
」
を
参
照
す
れ
ば
、｢

部
」
を
書

あ
ま
の
む
ら
じ
あ
か

ま

ろ

き
落
と
し
た
訳
で
は
な
く
、
当
初
は
「
海
」
一
文
字
で｢

あ
ま
」
と
読
ま
せ

る
意
図
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
里
（
郷
）
名
の
「
嶋
」
（
→
志
摩
）
と
あ
わ
せ

て
、
こ
れ
ら
が
二
文
字
表
記
に
統
一
さ
れ
、
定
着
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

柾
目
材
の
荷
札
６

周
防
国
か
ら
の
調
の
塩
の
荷
札

14

（
Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
出
土
。
京
二

－

二
一
八
五
）

(

表)

ο
周
防
国
大
嶋
郡
務
理
里
佐
伯
部
波
都
支
御
調
塩

(

裏)

ο
三
斗

長
さ
二
二
一
㎜
・
幅
四
四
㎜
・
厚
さ
六
㎜

〇
三
三
型
式

周
防
国
大
嶋
郡
務
理
里
（
今
の
山
口
県
周
防
大
島
町
の
旧
久
賀
町
域
な
ど

す

お

う

お
お
し
ま

む

り

か
）
か
ら
調
と
し
て
送
ら
れ
た
塩
の
荷
札
。
長
屋
王
家
木
簡
の
一
つ
。
長
屋

王
家
木
簡
に
は
若
狭
国
（
今
の
福
井
県
西
部
）
の
塩
の
荷
札
は
少
な
く
、
周

わ

か

さ

防
国
の
塩
の
荷
札
が
圧
倒
的
に
多
い
。ま
た
、同
じ
周
防
国
で
も
大
嶋
郡
屋
代

や

し

ろ

里
（
周
防
大
島
町
の
旧
大
島
町
域
な
ど
か
）
か
ら
の
荷
札
が
最
も
多
く
、
同

郡
務
理
里
か
ら
の
も
の
が
そ
れ
に
次
ぐ
。
こ
れ
は
、
平
城
宮
跡
内
裏
北
外
郭

だ
い

り

き
た
が
い
か
く

官
衙
の
土
坑
Ｓ
Ｋ
８
２
０
出
土
木
簡
で
は
大
嶋
郡
美
敢
郷
（
周
防
大
島
町
の

か
ん

が

ど

こ

う

み

か

ま

東
三
蒲
・
西
三
蒲
付
近
か
）
か
ら
の
も
の
が
多
い
状
況
と
対
照
的
で
あ
る
。

屋
代
里
に
は
長
屋
王
の
封
戸
（
そ
の
戸
の
納
め
る
租
の
半
分
と
、
庸
・
調
を

ふ

こ

支
給
す
る
給
与
の
一
種
）
な
ど
、
何
ら
か
の
長
屋
王
家
の
経
済
基
盤
が
存
在

し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

は
上
端
に
切
り
込
み
を
入
れ
下
端
を
尖
ら
せ
て
お
り
、
〇
三
三
型
式
に

14
分
類
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
通
常
の
周
防
国
大
嶋
郡
の
調
塩
荷
札
（
例
え
ば
宮

一

－

三
二
八
）
の
約
二
倍
の
幅
を
も
ち
、
上
部
の
切
り
込
み
の
す
ぐ
下
か
ら

下
端
に
向
け
て
の
左
右
の
削
り
出
し
が
始
ま
る
、や
や
異
形
の
木
簡
で
あ
る
。

右
側
の
切
り
込
み
の
内
側
に
は
穿
孔
が
あ
る
が
、
二
次
的
に
穿
た
れ
た
も

う
が

の
か
。
ち
ょ
う
ど
紐
が
か
か
る
部
分
に
あ
た
り
、
荷
札
と
し
て
の
利
用
法
と

の
関
連
で
は
説
明
し
が
た
い
。
な
お
、
ウ
ラ
面
の｢

斗｣

は
豆
偏
に｢

斤｣

を
書

く
異
体
字
で
あ
る
。

◎

柾
目
材
の
荷
札
７

河
内
国
か
ら
の
難
酒
の
荷
札

15

（
Ｓ
Ｄ
３
０
３
５
出
土
。
宮
二

－

二
二
七
七
）

(

表)

難
酒
志
紀
郡

〔
田
井
ヵ
〕

(

裏)

郷
缶
入
四
斗
々
升長

さ
一
三
三
㎜
・
幅
二
四
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
三
三
型
式

造
酒
司
跡
出
土
の
木
簡
で
、
河
内
国
志
紀
郡
田
井
郷
（
今
の
大
阪
府
八

ぞ
う
し
ゅ

し

か
わ
ち

し

き

た

い

尾
市
田
井
中
付
近
）
か
ら
貢
進
さ
れ
た
難

酒
の
荷
札
。
難
酒
は
、
ア
ル
コ

か
た
さ
け

ー
ル
度
数
の
高
い
濁
り
酒
の
こ
と
か
。

志
紀
の
地
は
、
『
古
事
記
』
雄
略
段
に
見
え
る
「
志
幾
之
大

県

主
」
の

こ

じ

き

し

き

の

お
お
あ
が
た
ぬ
し

居
処
で
、
県
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
大

嘗

祭
四
日
目
（
午
日
）
の

だ
い
じ
よ
う
さ
い

豊

明
節

会
な
ど
で
振
る
舞
わ
れ
る
「

県

醸

酒
」
に
相
当
す
る
と
考

と
よ
の
あ
か
り
の
せ
ち
え

あ
が
た
の
じ
ょ
う
し
ゅ

え
ら
れ
る
。
『
延
喜
式
』
に
よ
る
と
、
県
醸
酒
は
豊
明
節
会
で
六
位
已
下
と

え
ん
ぎ
し
き

歌
儛
人
た
ち
に
、
一
人
六
合
（
今
の
二
・
七
合
ほ
ど
、
約
〇
・
四
九
ℓ
）
ず

つ
支
給
さ
れ
た
（
造
酒
司
式
大
嘗
祭
雑
給
料
条
）。



( 5 )

柾
目
材
の
荷
札
８

能
登
国
か
ら
の
調
の
イ
リ
コ
の
荷
札

16

（
Ｓ
Ｋ
３
１
３
９
出
土
。
宮
二

－

二
八
一
七
）

〔
熬
ヵ
〕

(

表)

能
登
国
能
登
郡
鹿
嶋
郷
戸
主
若
倭
部
息
嶋
戸
同
小
足
調

鼠
六
斤

(

裏)

天
平
寶
字
三
年
五
月
十
三
日

長
さ
三
三
三
㎜
・
幅
二
四
㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
三
一
型
式

能
登
国
能
登
郡
鹿
嶋
郷
（
今
の
石
川
県
七
尾
市
）
か
ら
調
と
し
て
送
ら

の

と

か

し
ま

れ
た
熬
海
鼠
の
荷
札
。

で
は
「
海
」
を
省
略
、
も
し
く
は
書
き
落
と
し
て

い

り

こ

16

い
る
（
志
摩
国
〈
今
の
三
重
県
南
部
の
沿
海
地
域
、
鳥
羽
市
・
志
摩
市
・
南

し

ま

伊
勢
町
・
大
紀
町
の
錦
地
区
・
紀
北
町
・
尾
鷲
市
に
相
当
〉
の
荷
札
に
も
「
熬

鼠
」
と
あ
り
〈
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
二
二
、
一
九
頁
下
段(

一

五
七)

〉
、
省
略
と
み
る
べ
き
か
）
。
天
平
宝
字
三
年
は
七
五
九
年
。
六
斤
は

約
四
㎏
。

能
登
国
は
、
養
老
二
年
（
七
一
八
）
に
越
前
国
（
今
の
福
井
県
北
部
）

え
ち
ぜ
ん

か
ら
分
置
さ
れ
成
立
し
た
。
そ
の
後
、
天
平
十
三
年
（
七
四
一
）
に
越

中

え
っ
ち
ゅ
う

国
（
今
の
富
山
県
）
に
併
合
さ
れ
る
が
、
天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
）
に
再

置
さ
れ
た
。

熬
海
鼠
は
、
ナ
マ
コ
の
内
臓
を
取
り
除
き
、
塩
水
で
煮
る
な
ど
し
て
か
ら

干
し
て
乾
燥
さ
せ
た
も
の
。
現
在
の
い
わ
ゆ
る
ナ
マ
コ
は
古
代
に
は
「
海
鼠
」

こ

と
呼
ば
れ
、
そ
の
う
ち
生
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
状
態
の
も
の
を
「
生
海
鼠
」
、

な
ま

こ

乾
燥
さ
せ
た
も
の
を
「
熬
（
煎
）
海
鼠
」
と
称
し
て
い
た
。
さ
す
が
に
「
生

い
り

こ

海
鼠
」
の
状
態
で
都
ま
で
届
け
ら
れ
る
こ
と
は
多
く
な
か
っ
た
よ
う
で
、
今

の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
る
荷
札
は
す
べ
て
イ
リ
コ
の
も
の
で
あ
る
。

『
延
喜
式
』
で
は
、
志
摩
・
若
狭
（
今
の
福
井
県
西
部
）
・
能
登
・
隠
伎

え
ん
ぎ
し
き

わ
か

さ

お

き

（
今
の
島
根
県
隠
岐
の
島
）
・
筑
前
（
今
の
福
岡
県
の
う
ち
の
、
旧
福
岡
藩

ち
く
ぜ
ん

〈
黒
田
藩
〉
域
に
ほ
ぼ
相
当
）・
肥
前
（
今
の
佐
賀
県
・
長
崎
県
）
・
肥
後
（
今

ひ
ぜ
ん

ひ

ご

の
熊
本
県
）
の
各
国
の
調
に
熬
海
鼠
が
み
え
る
（
主

計

寮
式
上
の
当
該
各

し
ゆ
け
い
り
よ
う

国
条
）
。
荷
札
か
ら
知
ら
れ
る
熬
海
鼠
の
産
地
で
は
能
登
国
が
目
立
ち
、
中

で
も
能
登
郡
鹿
嶋
郷
に
集
中
す
る
。
今
日
で
も
、
能
登
半
島
の
イ
リ
コ
は
特

産
品
と
し
て
名
高
い
。
能
登
の
イ
リ
コ
の
荷
札
の
中
で
は
、

の
み
が
長
さ

16

三
〇
㎝
を
超
え
、
貢
進
者
名
を
記
す
。
他
は
長
さ
二
〇
～
二
五
㎝
ほ
ど
で
、

貢
進
者
名
は
記
さ
な
い
。

な
お
、
調
は
毎
年
九
月
か
ら
十
二
月
の
間
に
納
入
す
る
の
が
基
本
で
あ
る

が
（
賦
役

令

調
庸
物
条
）
、
荷
札
に
見
え
る
ナ
マ
コ
の
貢
納
時
期
は
そ
れ

ぶ

や
く
り
ょ
う

よ
り
早
く
、

の
五
月
の
ほ
か
、
四
月
・
六
月
・
八
月
の
例
が
確
認
で
き
る
。

16

木
簡
の
カ
タ
チ
を
と
ら
え
る

木
簡
と
三
次
元
計
測
３

長
屋
王
邸
に
届
け
ら
れ
た
白
米
の
荷
札

19

(

Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
出
土
。

『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
二
一
、
三
四
頁
下
段(

三
九
二)

。

以
下
、
城
二
一

－

三
四
下(

三
九
二)

の
よ
う
に
略
記
。)

余
戸
白
米
一
石

長
さ
九
四
㎜
・
幅
一
九
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
三
三
型
式

白
米
の
荷
札
。｢

余

戸
」
は
余
戸
里
（
ま
た
は
郷
）
の
意
味
と
思
わ
れ
る
。

あ
ま
る
べ

国
・
郡
の
下
位
に
位
置
す
る
地
方
編
成
単
位
「
里
」
（
霊
亀
三
年
〈
＝
養
老

元
年
、
七
一
七
〉
以
降
は
「
郷
」
）
は
、
徴
税
や
兵
士
徴
発
の
便
宜
の
た
め

に
、
人
工
的
に
五
十
戸
ご
と
に
編
成
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
、
ど
う
し
て
も
端

数
が
出
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
「
余
っ
た
」
戸
が
余
戸
里
と
し
て
編
成
さ
れ

る
こ
と
が
あ
っ
た
。

は
長
屋
王
家
木
簡
で
あ
り
、
長
屋
王
の
封
戸
の
中
に

ふ

こ

19

某
国
の
余
戸
里
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。

長
さ
一
〇

に
満
た
な
い
小
型
の
木
簡
だ
が
、
上
端
部
分
は
弧
状
に
加
工

cm

さ
れ
、
下
端
は
約
九
〇
度
に
尖
ら
せ
て
い
る
。
ま
た
、
意
図
は
不
明
な
が
ら
、

下
端
は
表
面
が
削
り
取
ら
れ
た
立
体
的
な
形
状
を
呈
し
て
い
る
。
一
方
、
上

端
の
切
り
込
み
は
加
工
が
粗
く
、
左
右
で
位
置
や
大
き
さ
が
異
な
る
。
三
次

元
計
測
技
術
を
用
い
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
複
雑
な
形
状
も
精
確
か
つ
簡
便
に

把
捉
・
記
録
で
き
、
そ
れ
を
デ
ー
タ
と
し
て
共
有
で
き
る
。

な
お
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
出
力
品
①
は
十
年
ほ
ど
前
の
三
次
元
レ
ー
ザ
ー



( 6 )

ス
キ
ャ
ナ
ー
で
計
測
し
た
デ
ー
タ
に
よ
る
も
の
だ
が
、
よ
く
見
る
と
、
表
面

が
文
字
の
形
に
わ
ず
か
に
凹
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
実
物
に
は
存
在
し
な
い

凹
み
で
あ
る
。
黒
い
墨
色
に
反
応
し
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
が
、
原
因
は
ま

だ
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
木
簡
の
三
次
元
計
測
に
潜
む
技
術
的
課
題
が
顕

在
化
し
た
現
象
と
い
え
る
。
ち
な
み
に
、
出
力
品
②
と
カ
ラ
ー
出
力
品
は
、

と
も
に
複
数
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
解
析
し
て
三
次
元
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
フ

ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
（
Ｓ
ｆ
Ｍ－

Ｍ
Ｖ
Ｓ
）
と
呼
ば
れ
る
技
術
で
計
測
し
た
デ

ー
タ
に
よ
る
も
の
だ
が
、
こ
ち
ら
で
は
表
面
の
文
字
形
の
凹
み
現
象
を
回
避

で
き
た
。
ど
う
や
ら
、
木
簡
の
三
次
元
計
測
に
は
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
技
術

の
方
が
相
性
が
良
い
よ
う
で
あ
る
。

木
簡
と
三
次
元
計
測
４

多
褹
嶋
の
役
人
の
勤
務
評
定
資
料
の
付
札

20

(
Ｓ
Ｄ
１
１
６
４
０
出
土
。
宮
六

－

九
八
八
六)

考
六
巻

(

表)

多
褹
嶋
状
六
巻

(

裏)

三
番

長
さ
一
一
五
㎜
・
幅
二
四
㎜
・
厚
さ
七
㎜

〇
三
二
型
式

役
人
の
勤
務
評
定
に
関
す
る
文
書
に
付
け
ら
れ
た
付
札
。「
多
褹
嶋
」
は
、

た

ね

国
に
準
じ
る
古
代
の
行
政
単
位
。
今
の
鹿
児
島
県
種
子
島
・
屋
久
島
を
主
体

と
す
る
地
域
に
あ
た
り
、
あ
わ
せ
て
多
褹(

禰
）
嶋
と
し
て
大
宰
府
の
管
轄

だ

ざ
い

ふ

下
に
置
き
、
中
央
か
ら
「
嶋
司
」
（
他
国
の
「
国
司
」
に
準
じ
る
役
人
）
を

派
遣
し
て
い
た
。

｢

考
」
は
考
文
（
役
所
ご
と
に
所
属
役
人
の
一
年
分
の
勤
務
評
価
を
取
り

こ
う
も
ん

ま
と
め
た
文
書
）
、
「
状
」
は
考

状
（
考
文
に
記
さ
れ
た
審
査
理
由
の
詳
細

こ
う
じ
ょ
う

な
ど
を
記
載
し
た
文
書
）
を
指
す
。

難
し
い
の
は
、
こ
の
木
簡
が
は
た
し
て
ど
こ
で
作
ら
れ
た
か
、
で
あ
る
。

現
地
（
＝
多
褹
嶋
）
で
作
成
さ
れ
、
文
書
と
と
も
に
都
ま
で
や
っ
て
来
た

可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
大
宰
府
管
内
諸
国
の
考
文
類
は
調
庸
物

と
同
じ
く
大
宰
府
で
一
括
し
て
管
理
・
搬
送
さ
れ
た
と
思
わ
れ
、
大
宰
府
で

付
け
ら
れ
た
も
の
と
も
考
え
得
る
。
た
だ
、

に
は
年
紀
な
ど
の
記
載
が
な

20

く
、
考
文
・
考
状
も
そ
れ
ぞ
れ
「
考
」
「
状
」
と
略
記
さ
れ
て
い
る
。
必
要

最
小
限
の
情
報
を
、
丁
寧
で
は
あ
る
が
大
き
く
ざ
っ
く
り
と
し
た
文
字
で
書

き
つ
け
る
趣
き
か
ら
は
、
他
者
に
向
け
た
荷
札
や
貢
進
状
と
い
う
よ
り
、
自

分
た
ち
の
事
務
処
理
作
業
の
中
で
文
書
を
管
理
す
る
た
め
の
付
札
と
の
印
象

を
強
く
受
け
る
。
し
た
が
っ
て
、
平
城
宮
内
、
特
に
式
部
省
で
作
成
・
使

し
き
ぶ
し
よ
う

用
さ
れ
た
付
札
と
見
な
す
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
ウ
ラ
面
の
「
番
」
の
記
載

も
式
部
省
内
で
の
事
務
作
業
の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
に
例
が
あ
り
、
こ
の
推
測
を

裏
付
け
る
。

な
お
、
ウ
ラ
面
の
「
番
」
の
字
は
、
よ
く
見
る
と
一
画
目
が
な
く
上
半
が

「
米
」
に
な
っ
て
い
る
。
現
代
の
小
学
生
が
漢
字
テ
ス
ト
で
こ
ん
な
字
を
書

い
た
ら
バ
ツ
と
さ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
が
、
奈
良
時
代
の
「
番
」
は
今
と
異

な
り
、
こ
の
「
米
＋
田
」
の
字
体
が
一
般
的
だ
っ
た
。
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
出

力
品
①
の
表
面
に
文
字
の
形
の
凹
み
が
み
ら
れ
、
出
力
品
②
と
カ
ラ
ー
出
力

品
に
は
そ
れ
が
な
い
こ
と
は
、

と
同
様
で
あ
る
。

19

特
徴
的
な
形
状
の
木
簡
４

24

四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
状
に
書
か
れ
た
ま
じ
な
い
の
木
簡

（
佐
紀
池
南
岸
整
地
土
出
土
。
宮
七

－

一
二
七
一
六
）

(

右
側
面)

急
々
如
々
律
々
令
々

河

(

表)

丈
部
若
万
呂

丈
部
若
万
呂

天
剛
々
々

天
剛
々
々

熱

丈
部
若
万
呂

丈
部
若
万
呂

天
剛
々
々

天
剛
々
々

長

(

左
側
面)

急
々
如
々
律
々
令
々

長
さ
一
二
三
㎜
・
幅
七
八
㎜
・
厚
さ
（
一
九
）
㎜

〇
一
一
型
式
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な
ん
と
も
不
思
議
な
、
通
称
「
ク
ロ
ー
バ
ー
木
簡
」
。
平
城
宮
で
は
珍
し

い
、
ま
じ
な
い
札
（
呪
符
）
の
木
簡
で
あ
る
。

じ
ゆ
ふ

｢

丈

部
若
万
呂
」
は
男
性
の
名
。
「
天

剛
」
は
北
斗
星
を
意
味
す
る

は
せ
つ
か
べ
の
わ
か

ま

ろ

て
ん
ご
う

（
「
剛
」
の
字
は
「
四
」
の
下
に
「
止
」
と
「
寸
」
を
並
べ
る
異
体
字
。
「
天

い

た
い

じ

剛
」
は
「
天

（
＝
岡
）
」
と
同
義
）
。

て
ん
こ
う

十
一
世
紀
以
降
、
特
に
中
世
の
事
例
が
多
数
知
ら
れ
る
天

（
星
）
呪
符

は
、
一
般
に
病
気
平
癒
や
疫
病
除
け
を
目
的
と
す
る
と
い
わ
れ
る
。

は
こ

24

う
し
た
習
俗
が
八
世
紀
に
遡
る
こ
と
を
示
す
貴
重
な
事
例
。

左
右
両
側
面
の
呪
文
の
よ
う
な
字
句
は
、
通
常
「
急

々

如

律

令
」

き
ゆ
う
き
ゆ
う
に
よ
り
つ
り
よ
う

と
書
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。
元
来
は
「
急
々
な
る
こ
と
律
令
の
如
く
せ
よ
」

と
い
う
意
味
で
、
中
国
で
法
令
文
書
の
末
尾
に
付
さ
れ
る
決
ま
り
文
句
で
あ

っ
た
が
、
の
ち
に
呪
句
へ
と
変
化
し
、
平
安
時
代
に
は
陰
陽
道
に
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
っ
た
。
「
律
令
の
規
定
の
如
く
秩
序
を
回
復
せ
よ
」
と
い
っ
た
ニ

ュ
ア
ン
ス
で
、
祈
祷
な
ど
の
速
や
か
な
効
果
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

材
の
特
異
性
も
注
目
さ
れ
る
。
厚
さ
二

近
く
も
あ
る
分
厚
い
材
を
使
用

cm

し
て
お
り
、
し
か
も
ウ
ラ
面
は
割
っ
た
ま
ま
で
未
調
整
。
こ
れ
に
対
し
て
上

下
両
端
は
オ
モ
テ
面
・
左
右
両
側
面
か
ら
斜
め
に
削
り
込
ん
で
面
取
り
し
て

お
り
、
部
材
の
よ
う
な
何
ら
か
の
木
製
品
を
割
り
裂
い
て
転
用
し
て
い
る
よ

う
に
も
み
え
る
。
三
次
元
計
測
技
術
を
用
い
れ
ば
、
例
え
ば
ウ
ラ
面
の
加
工

の
粗
さ
、
い
わ
ば
「
ザ
ラ
ザ
ラ
具
合
」
な
ど
も
数
値
化
し
て
定
量
的
に
把
握

・
表
示
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

◎

特
徴
的
な
形
状
の
木
簡
５

長
い
材
か
ら
切
り
折
っ
た
ま
ま
の
札
た
ち

25

（
Ｓ
Ｋ
８
２
０
出
土
）

中
緑
糸

長
さ
六
〇
㎜
・
幅
一
八
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
二
一
型
式
（
宮
一

－

四
九
八
）

25-1

縹
生
染

長
さ
五
五
㎜
・
幅
一
八
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
二
一
型
式
（
宮
一

－

五
〇
九
）

25-2

中
緑
絹

長
さ
五
二
㎜
・
幅
一
八
㎜
・
厚
さ
二
㎜

〇
二
一
型
式(

宮
一

－

五
一
八)

25-3

浅
緑
糸

長
さ
六
八
㎜
・
幅
一
九
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
二
一
型
式
（
宮
一

－

五
〇
〇
）

25-4

取
色

長
さ
七
〇
㎜
・
幅
一
八
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
二
一
型
式
（
宮
一

－

五
二
〇
）

25-5

黒
緑
東
絁

長
さ
六
七
㎜
・
幅
一
七
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
二
一
型
式
（
宮
一

－

五
一
六
）

25-6

浅
緑
絁

長
さ
五
四
㎜
・
幅
一
七
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
二
一
型
式
（
宮
一

－

五
一
二
）

25-7

平
城
宮
内
裏
北
外
郭
官
衙
の
ゴ
ミ
捨
て
土
坑
Ｓ
Ｋ
８
２
０
か
ら
、
二
〇

だ

い
り
き
た
が
い
か
く
か
ん
が

点
あ
ま
り
が
出
土
し
た
一
連
の
札
の
一
部
。
こ
れ
ら
の
小
さ
い
木
簡
は
、
色

名
＋
製
品
名
（
糸
、
綾
、

絁

、
絹
、
生
染
な
ど
）
の
記
載
か
ら
な
る
。
こ

あ
し
ぎ
ぬ

れ
ま
で
は
繊
維
製
品
の
ラ
ベ
ル
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
木
切
れ
を

粗
く
切
断
し
て
ま
と
め
て
作
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
木
簡
の
記
載
に
は
、
同
じ
色

と
製
品
の
組
み
合
わ
せ
が
一
つ
も
な
い
。
な
の
に
み
ん
な
同
じ
表
情
を
し
て

い
る
こ
と
に
は
何
か
意
味
が
あ
り
そ
う
だ
。
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
使
わ
れ
た

と
み
た
方
が
よ
い
の
で
は
？

決
め
手
に
な
っ
た
の
は
「
取
色
」
と
書
か
れ
た

－

５
。「
色
（
と
製
品
）

25

を
取
る
」
と
は

、
そ
う
、
く
じ
引
き
札
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

…
…

青
や
緑
が
多
い
の
は
下
級
官
人
の
制
服
の
色
に
通
じ
る
が
、
絹
や
綾
な
ど

高
級
品
も
含
ま
れ
る
。
中
に
は
「
御
服
絹
」
な
ど
と
い
う
の
も
あ
り
、
天

ご
ふ
く
の
き
ぬ

皇
用
の
服
地
の
端
布
か
も
知
れ
な
い
。
内
裏
を
守
る
兵
士
や
下
級
官
人
た
ち

の
宴
会
の
余
興
か
、
は
た
ま
た
女
官
た
ち
の
お
遊
び
か
。
天
平
人
の
息
吹
を

感
じ
さ
せ
る
木
簡
。

粗
い
加
工
が
か
え
っ
て
幸
い
し
、

－

４
～
７
は
じ
か
に
接
続
す
る
こ
と

25

が
わ
か
っ
た
。
こ
こ
で
、
こ
の
木
簡
た
ち
を
三
次
元
計
測
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ

れ
が
直
接
つ
な
が
る
こ
と
の
《
確
か
ら
し
さ
》
を
、
よ
り
客
観
的
に
示
せ
る

だ
ろ
う
。
ま
た
、
他
の
札
も
計
測
す
れ
ば
、
接
続
す
る
組
み
合
わ
せ
を
も
っ

と
た
く
さ
ん
見
出
せ
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
三
次
元
計
測
の
活
用

の
先
に
は
、
こ
れ
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
気
づ
け
な
か
っ
た
、
別
遺
構
か
ら
の
出

土
に
も
関
わ
ら
ず
直
接
接
続
す
る
ペ
ア
を
、
ど
ん
ど
ん
発
見
し
て
ゆ
け
る
未

来
を
夢
見
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
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木
簡
の
ウ
ラ
を
よ
む

「
螺
」
と
記
さ
れ
た
木
簡
２

サ
ザ
エ
の
付
札

28

（
Ｓ
Ｄ
５
１
０
０
出
土
。
城
二
二

－

四
一
上(

四
六
三)

）

螺
卅
貝

長
さ
一
〇
五
㎜
・
幅
二
二
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
三
三
型
式

三
〇
個
の
「
螺
」
に
付
け
ら
れ
た
付
札
。
「
螺
」
は
サ
ザ
エ
を
指
す
と
さ

れ
る
。
サ
ザ
エ
の
単
位
と
し
て
、
そ
の
も
の
ズ
バ
リ
「
貝
」
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、

が
付
け
ら
れ
た
サ
ザ
エ
が
、
殻
付
き
な
ど
生
き
た
状
態

28

に
近
い
形
態
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、

は
28

出
土
し
た
遺
存
体
と
親
和
性
が
高
い
木
簡
と
言
え
る
。

サ
ザ
エ
が
木
簡
に
現
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
多
く
な
く
、
付
札
と
し
て
は
28

の
他
に
城
三
一

－

三
五
下(

五
六
〇)
な
ど
数
点
が
、
荷
札
も
１
期
展
示
26

な
ど
隠
伎
国
（
今
の
島
根
県
隠
岐
の
島
）
か
ら
の
も
の
が
三
点
ほ
ど
み
ら
れ

お

き

る
程
度
で
あ
る
。
一
方
、
二
条
大
路
木
簡
中
に
は
東
市
で
購
入
し
進
上
し
た

物
品
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
螺
廿
貝
」
を
挙
げ
る
も
の
が
あ
り
（
城
三
〇

－

五

上(

六)

）
、
平
城
京
内
で
（
お
そ
ら
く
は
殻
付
き
の
）
サ
ザ
エ
が
流
通
し
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

な
お
、
「
螺
」
の
字
に
は
巻
貝
の
総
称
と
し
て
の
意
味
も
あ
り
、
賦
役
令

ぶ
や
く
り
よ
う

１
調
絹
絁
条
に
は
「
螺
」
の
他
に
「
辛
螺
」（
ニ
シ
）
や
「
海
細
螺
」（
シ
タ

ダ
ミ
）
と
い
っ
た
「
螺
」
の
付
く
貝
名
が
み
え
る
。
木
簡
で
も
、
紀
伊
国
（
今

き

い

の
和
歌
山
県
）
か
ら
の
ニ
シ
の
荷
札
（
宮
二

－

二
二
八
四
、
「
少
辛
螺
」
と

表
記
す
る
）
や
備
前
国
（
今
の
岡
山
県
東
南
部
）
か
ら
の
シ
タ
ダ
ミ
の
荷
札

び
ぜ
ん

（
宮
二

－

二
二
八
二
）
な
ど
が
あ
る
が
、
や
は
り
点
数
は
限
ら
れ
る
。

は
、
上
端
の
切
り
込
み
と
下
端
の
尖
り
加
工
を
併
せ
持
つ
〇
三
三
型
式

28
の
完
形
品
。
切
り
込
み
は
左
右
の
位
置
・
形
・
大
き
さ
と
も
よ
く
揃
い
、
下

端
の
尖
り
も
左
右
対
称
に
、
か
つ
緩
や
か
に
弧
を
描
く
よ
う
に
削
り
整
え
て

い
る
。
文
字
も
端
整
な
書
き
ぶ
り
で
、
切
り
込
み
に
か
け
る
紐
を
避
け
ら
れ

る
位
置
か
ら
書
き
始
め
て
い
る
。
丁
寧
な
仕
上
げ
が
目
を
引
く
、
優
美
な
佇

ま
い
の
逸
品
で
あ
る
。
目
の
詰
ま
っ
た
柾
目
材
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
縦
に

ま
さ

め

ス
ッ
と
通
る
木
目
の
ラ
イ
ン
も
、そ
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
際
立
た
せ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
サ
ザ
エ
の
付
札
の
例
と
し
て
先
に
挙
げ
た
城
三
一

－

三
五
下(

五

六
〇)

は
、

と
瓜
二
つ
の
木
簡
で
あ
る
。

28

「
宇
尓
」
と
記
さ
れ
た
木
簡
２

若
狭
国
か
ら
の
ウ
ニ
の
荷
札

29

（
Ｓ
Ｄ
５
１
０
０
出
土
。
城
二
二

－

三
四
下(

三
四
八)

）

若
狭
国
三
方
郡
御
贄
宇
尓
一
斗

長
さ
一
七
二
㎜
・
幅
二
八
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
三
二
型
式

若
狭
国
か
ら
贄
と
し
て
納
め
ら
れ
た
ウ
ニ
の
荷
札
。
若
狭
国
三
方
郡
は
、

わ
か
さ

み
か
た

今
の
福
井
県
美
浜
町
と
同
県
若
狭
町
の
う
ち
旧
三
方
町
域
を
合
わ
せ
た
地
域

に
あ
た
る
。

で
は
ウ
ニ
を
「
宇
尓
」
と
表
記
す
る
が
、
木
簡
で
は
「
蕀
甲

29

蠃
」
等
の
表
記
を
用
い
る
事
例
も
多
い
。
律
令
法
に
基
づ
く
貢
納
の
場
合
は

賦
役

令

の
用
字
法
と
同
じ
「
蕀
甲
蠃
」
等
の
表
記
を
用
い
、
そ
れ
以
外
で

ぶ

や
く
り
よ
う

は
し
ば
し
ば
借
音
表
記
の
「
宇
尓
」
が
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し

た
法
令
と
用
字
法
の
関
係
は
他
の
品
目
で
も
広
く
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
り
、

古
代
人
の
文
字
に
対
す
る
規
範
意
識
の
一
端
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

に
は
「
宇
尓
一
斗
」
と
の
み
あ
り
、
こ
の
ウ
ニ
が
ど
の
よ
う
な
状
態
で

29
あ
っ
た
か
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
一
方
、
阿
波
国
（
今
の
徳
島
県
）
の
荷
札
に

あ

わ

は
「
阿
波
国
蕀
甲
蠃
贄
壱
塥
」
と
記
す
も
の
が
あ
り
（
城
二
二

－

三
九
上(

四

二
〇)

）
、｢

塥｣

は
土
器
の
単
位
の
た
め
、
こ
の
場
合
は
殻
を
剥
い
た
中
身
（
可

む

食
部
、
生
殖
巣
）
だ
け
を
土
器
に
詰
め
て
貢
進
し
た
と
推
察
さ
れ
る
の
が
参

考
に
な
る
。
た
だ
し
、
古
代
の
一
斗
は
今
の
四
升
五
合
ほ
ど
、
約
八
ℓ
に
あ

た
る
た
め
、
ウ
ニ
の
中
身
の
み
の
量
と
み
る
に
は
多
す
ぎ
る
よ
う
に
も
感
じ

ら
れ
る
。
し
か
も
、
賦
役
令
１
調
絹
絁
条
に
定
め
ら
れ
た
ウ
ニ
（
「
蕀
甲
蠃
」
）

の
貢
納
量
は
六
斗
で
あ
り
、
五
〇
ℓ
近
く
に
も
達
す
る
。
そ
の
た
め
、
殻
付

き
で
六
斗
に
相
当
す
る
ウ
ニ
か
ら
取
り
出
し
た
中
身
の
み
を
貢
進
し
た
と
解

す
る
説
も
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
平
城
宮
跡
か
ら
出
土
し
た
ウ
ニ
の
殻
板

か
く
ば
ん

は
、
何
ら
か
の
契
機
に
よ
り
ウ
ニ
の
殻
が
平
城
宮
ま
で
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と

を
示
す
動
か
ぬ
証
拠
で
あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
殻
付
き
の
ま
ま
の
ウ
ニ
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が
貢
進
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

御
食
国
と
し
て
の
伝
統
を
有
す
る
若
狭
国
か
ら
は
、
ウ
ニ
以
外
に
も
タ
イ

み
け
つ
く
に

や
イ
ガ
イ
、
ア
ワ
ビ
、
イ
ワ
シ
な
ど
多
種
多
様
な
海
産
物
が
贄
と
し
て
納
め

ら
れ
、
そ
れ
ら
の
荷
札
が
出
土
し
て
い
る
（
「
鯛
鮓
（
＝
鮨
）
」
城
二
二

－

三
四
上(

三
四
四)

ほ
か
、「
多
比
（
＝
タ
イ
）
鮓
」
宮
一

－

三
九
九
、「
鯛

腊
き
た
い

（
＝
干
物
）
」
城
二
二

－

三
四
上(

三
四
一)

ほ
か
、
「
貽
貝
（
＝
イ
ガ
イ
）
」

宮
二

－

一
九
四
八
、
「
貽
貝
鮓
」
宮
二

－

二
二
八
六
ほ
か
、
「
鰒
（
＝
ア
ワ

ビ
）
鮓
」
城
二
四

－

二
八
下(

二
八
四)

ほ
か
、「
伊
和
志
（
＝
イ
ワ
シ
）
腊
」

宮
二

－

二
二
八
三
）
。
少
し
変
わ
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
イ
ガ
イ
と
ホ
ヤ
の

和
え
物
（
ま
た
は
交
ぜ
鮨
）
の
荷
札
が
あ
る
（
「
貽
貝
富
也
（
＝
ホ
ヤ
）
并

作
」
城
二
三

－

一
九
上(
一
九
四)

、
「
貽
貝
富
也
交
作
」
城
二
二

－
三
四
下

(

三
四
五)

）
。
な
お
、
若
狭
国
か
ら
の
貢
納
か
は
不
明
だ
が
、
ウ
ニ
を
用
い

た
加
工
品
と
し
て
、
ウ
ニ
を
和
え
た
ア
ワ
ビ
（
ま
た
は
ウ
ニ
を
ま
ぜ
た
ア
ワ

ビ
の
鮨
）
の
付
札
も
見
つ
か
っ
て
い
る
（
「
蕀
甲
羸
交
作
鮑
（
＝
ア
ワ
ビ
）」

宮
七

－

一
一
九
七
七
）。

西
大
寺
食
堂
院
の
木
簡
４

「
東
薗
」
か
ら
の
ウ
リ
な
ど
の
進
上
状

33

（
Ｓ
Ｅ
９
５
０
出
土
。
城
三
八

－

一
六
上(

三
五)

）

又
木
瓜
拾
丸

大
角
豆
十
把

東
薗
進
上
瓜
伍
拾
壱
果
茄
子
壱
斗
弐
升

七
月
廿
四
日

別〔
当
ヵ
〕

長
さ
二
九
九
㎜
・
幅
三
七
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
一
一
型
式

「
東
薗
」
か
ら
「
瓜
」
（
マ
ク
ワ
ウ
リ
の
類
）
や
「
茄
子
」
（
ナ
ス
）
な
ど

四
種
の
蔬
菜
を
進
上
し
た
際
の
送
り
状
の
木
簡
。
「
木
瓜
」
は
、
も
け
（
今

そ

さ

い

の
ボ
ケ
）
。
『
和
名
類

聚

抄

』
に
、
木
瓜
の
実
は
小
瓜
の
ご
と
き
も
の
と

わ
み
よ
う
る
い
じ
ゆ
う
し
よ
う

い
う
説
明
が
あ
る
。
「
大
角
豆
」
は
サ
サ
ゲ
。
サ
サ
ゲ
は
通
常
、
莢
ご
と
食

さ
や

べ
る
場
合
は
「
莢
角
豆
」
（
１
期
展
示

）
「
青
（
大
）
角
豆
」
（
３
）
「
生

31

（
大
）
角
豆
」
な
ど
と
書
き
、
束
・
把
で
数
え
る
。
一
方
、
莢
の
中
の
豆
を

食
べ
る
場
合
は
単
に
「
大
角
豆
」
と
書
き
、
石
・
斗
・
升
・
合
と
い
っ
た
容

積
の
単
位
で
数
え
る
。

で
は
「
大
角
豆
」
を
把
で
数
え
て
い
る
が
、「
莢
」

33

「
青
」
「
生
」
を
省
略
し
た
も
の
で
、
サ
ヤ
サ
サ
ゲ
と
考
え
ら
れ
る
。
送
り

状
と
現
物
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
サ
サ
ゲ
豆
と
混
同
す
る
お
そ
れ

は
な
く
、
省
略
し
て
も
問
題
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

西
大
寺
食
堂
院
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
９
５
０
の
井
戸
枠
内
か
ら
は
、
マ
ク
ワ
ウ

じ
き
ど
う
い
ん

リ
を
含
む
メ
ロ
ン
仲
間
の
種
子
が
八
万
点
超
、
ナ
ス
属
の
種
子
が
七
〇
〇
点

弱
出
土
し
て
い
る
。

西
大
寺
食
堂
院
の
木
簡
５

調
理
担
当
者
（
？
）
へ
の
飯
の
支
給
伝
票

34

（
Ｓ
Ｅ
９
５
０
出
土
。
城
三
八

－

一
六
下(

四
二)

）

飯
壱
斗
壱
升

蔓
菁
洗
漬
並

上
座

寺
主
「
信
如
」
可
信

長
さ
（
一
八
〇
）
㎜
・
幅
四
一
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
一
九
型
式

飯
の
支
給
に
関
わ
る
木
簡
。｢

蔓
菁
」
は
、
カ
ブ
の
青
い
葉
・
茎
の
部
分

と
さ
れ
る
。『
和
名
類

聚

抄

』
は
、
蔓
菁
の
和
名
を
阿
乎
奈
（
ア
ヲ
ナ
）
、

わ
み
よ
う
る
い
じ
ゆ
う
し
よ
う

蔓
菁
根
の
和
名
を
加
布
良
（
カ
ブ
ラ
）
と
す
る
。
「
洗
漬
」
は
漬
物
づ
く
り

の
一
工
程
で
、
文
字
通
り
洗
っ
て
漬
け
込
む
作
業
の
意
味
か
。
す
る
と
、「
蔓

菁
洗
漬
並
」
云
々
は
漬
物
づ
く
り
の
担
当
者
を
指
す
と
も
考
え
ら
れ
る
。
な

お
、
正
倉
院
文
書
に
は
生
菜
の
「
簡
」
（
選
別
か
）
と
「
洗
漬
」
を
女
性
が

担
当
し
て
い
る
例
が
見
え
る
（
『
大
日
本
古
文
書
』〈
編
年
文
書
〉
六
巻
一
六

〇
頁
・
一
九
八
頁
・
二
四
七
頁
）。

西
大
寺
食
堂
院
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
９
５
０
か
ら
は
、

や
１
期
展
示

な
ど
、

じ
き
ど
う
い
ん

35

32

漬
物
に
関
わ
る
木
簡
が
複
数
出
土
し
て
い
る
。

か
ら
は
、
そ
れ
ら
に
み
え

34

る
漬
物
が
寺
内
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
想
定
す
る
こ
と
も
で
き

る
だ
ろ
う
。

｢
上
座
」
「
寺
主
」
「
可
信
」
は
僧
侶
の
役
職
名
。
寺
主
に
の
み
信
如
の
署

名
が
あ
る
が
、
文
字
の
上
か
ら
墨
線
を
引
い
て
抹
消
し
て
い
る
。
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西
大
寺
食
堂
院
の
木
簡
６

カ
ブ
の
漬
物
の
付
札
（
？
）

35

（
Ｓ
Ｅ
９
５
０
出
土
。
城
三
八

－

一
七
上(

四
八)

）

(

表)
漬
蕪
六
升

(

裏)

道
下
米
依

長
さ
（
六
六
）
㎜
・
幅
二
五
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
八
一
型
式

カ
ブ
の
漬
物
の
付
札
か
。
た
だ
し
、
下
端
は
二
次
的
に
切
断
さ
れ
て
い
る

と
み
ら
れ
る
た
め
、
本
来
は
下
に
も
っ
と
記
述
が
続
き
、
カ
ブ
の
漬
物
を
は

じ
め
と
す
る
食
料
の
支
給
に
関
わ
る
内
容
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
上
端

の
削
り
調
整
も
二
次
的
な
も
の
か
。
六
升
は
今
の
二
升
七
合
ほ
ど
、
五
ℓ
弱

に
相
当
す
る
。

西
大
寺
食
堂
院
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
９
５
０
出
土
の
木
簡
に
は
、
他
に

醤

漬
瓜

じ
き
ど
う
い
ん

ひ
し
お

の
付
札
も
あ
る
（
１
期
展
示

。
醤
は
、
現
在
の
醤
油
の
原
形
と
な
る
調
味

32

料
）
。
ま
た
、

に
み
え
る
「
蔓
菁
洗
漬
」
は
漬
物
づ
く
り
の
担
当
者
の
可

34

能
性
が
あ
り
、
寺
内
で
漬
物
を
漬
け
て
い
た
こ
と
も
十
分
想
定
で
き
る
。
漬

物
は
、
い
か
に
も
寺
院
で
の
食
事
に
相
応
し
い
品
目
と
言
え
る
。

ウ
ラ
面
の
記
載
の
意
味
は
未
詳
。
や
や
ク
セ
の
あ
る
オ
モ
テ
面
の
文
字
に

対
し
て
ウ
ラ
面
の
文
字
は
端
正
に
整
っ
て
お
り
、
墨
の
濃
さ
も
若
干
異
な
る

よ
う
に
み
え
る
。
あ
る
い
は
表
裏
別
筆
と
み
た
方
が
良
い
か
も
し
れ
な
い
。

非
常
に
木
目
の
詰
ま
っ
た
柾
目
材
で
、
表
裏
両
面
に
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど

の
年
輪
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
今
回
は
本
コ
ー
ナ
ー
で
の
出
品
と
な
っ
た
が
、

「
木
簡
の
年
輪
を
測
る
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
出
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
、
年

輪
年
代
学
的
検
討
の
試
料
と
し
て
も
好
適
な
木
簡
で
あ
る
。

木
簡
を
複
製
す
る

直
書
き
手
法
の
レ
プ
リ
カ
と
木
簡
２

37

「
塩
殿
」
に
収
め
た
米
な
ど
を
請
求
す
る
文
書
木
簡

（
Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
出
土
。
京
二

－

一
七
一
五
）

(

表)

山
処
申
彼
塩
殿
在
米
四
斗
二
升
所
給
進
上

又

申

雇

人

給

食

物

都

無

故

録

状

謹

(

裏)

雇
人
狛
人
少
万
呂
申
急

処
分
可
垂
給
十
一
月
十
五
日
田
辺
大

長
さ
二
五
〇
㎜
・
幅
二
九
㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
一
一
型
式

塩
殿
に
あ
る
米
の
進
上
と
と
も
に
、
雇
い
人
の
食
料
の
差
配
を
求
め
た

し
お
ど
の

文
書
木
簡
。
オ
モ
テ
面
の
「
在
」
字
は
場
所
を
表
す
言
葉
で
、
正
格
漢
文
で

あ
れ
ば
「
彼
塩
殿
」
の
上
に
く
る
が
、
「
彼
の
塩
殿
に
在
る
米
」
と
日
本
語

を
読
む
よ
う
に
書
い
て
あ
る
。
ウ
ラ
面
の
「
又
申
」
以
下
は
今
で
い
う
「
追

伸
」
に
あ
た
る
が
、
「
雇
人
に
給
ふ
食
物
、
都
（
す
べ
）
て
無
し
。
故
、
状

を
録
し
謹
み
て
申
す
。・
・
・
」
と
読
め
る
。

の
レ
プ
リ
カ
は
、
書
家
が
材
に
文
字
を
直
接
書
き
付
け
る
手
法
で
作
ら

37
れ
て
い
る
。
筆
の
動
き
や
流
れ
、
勢
い
を
再
現
す
る
に
は
最
も
優
れ
た
作
り

方
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
古
代
と
現
代
と
で
は
書
き
ぶ
り
は

も
ち
ろ
ん
、
筆
や
墨
な
ど
の
道
具
も
異
な
る
た
め
、
古
代
の
文
字
を
正
確
に

再
現
す
る
に
は
相
応
の
技
量
が
求
め
ら
れ
る
。
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○

写
真
を
焼
き
付
け
た
レ
プ
リ
カ
と
木
簡
２

39

出
雲
臣
安
麻
呂
の
勤
務
評
定
木
簡

(

Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
出
土
。
京
二

－

二
〇
八
五)

〔
无
ヵ
〕

年
廿
九

日
三
百
廿

位
出
雲
臣
安
麻
呂

上
日

＝

山
背
国
乙
当
郡

夕
百
八
十
五

＝
「
并
五
百
五
」長

さ
（
二
六
二
）
㎜
・
幅
二
二
㎜
・
厚
さ
六
㎜

〇
一
五
型
式

出
雲
臣
安
麻
呂
の
勤
務
評
定
木
簡
。
一
年
間
の
勤
務
日
（
上

日
）
が
記

い
ず
も
の
お
み
や
す

ま

ろ

じ
よ
う
じ
つ

さ
れ
て
い
る
。
彼
は
二
九
歳
で
山
背
国
乙
当
（
＝
愛
宕
）
郡
（
今
の
京
都

や
ま
し
ろ

お
た
ぎ

市
東
北
部
）
出
身
。
一
年
間
に
午
前
三
二
〇
日
、
午
後
一
八
五
日
、
計
五
〇

五
日
分
勤
務
し
て
い
る
。
神
亀
三
年
（
七
二
六
）
山
背
国
愛
宕
郡
雲
下
里
計

帳
（
正
倉
院
文
書
、『
大
日
本
古
文
書
』
〈
編
年
文
書
〉
一
巻
三
六
四
頁
）
に

は
「
大
初
位
下
出
雲
臣
安
麻
呂

年
肆
拾
弐
歳

正
丁

眉
黒
子

北
宮
帳

内
」
と
あ
る
。

の
レ
プ
リ
カ
は
、
古
色
加
工
な
ど
を
施
し
た
材
に
木
簡
の
写
真
を
直
接

39
焼
き
付
け
る
手
法
で
作
ら
れ
て
い
る
。
写
真
を
用
い
る
た
め
、
文
字
は
実
物

に
忠
実
に
再
現
で
き
る
。
一
方
、
下
半
左
右
の
文
字
を
切
り
欠
く
二
次
的
加

工
の
部
分
な
ど
、文
字
と
材
と
の
整
合
に
際
し
て
独
特
の
難
し
さ
が
生
じ
る
。

熱
転
写
用
紙
で
文
字
を
印
刷
し
た
レ
プ
リ
カ
と
木
簡
２

41

波
太
部
万
呂
が
納
め
た
大
豆
の
荷
札

(

Ｓ
Ｅ
９
５
０
出
土
。
城
三
八

－

一
八
下(

六
四)

)

少
戸
主
波
太
部
直
万
呂
大
豆
五
斗

長
さ
一
六
二
㎜
・
幅
一
三
㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
五
一
型
式

大
豆
の
荷
札
で
、
貢
進
者
は
波
太
部

直

万
呂
。

～

と
同
じ
く
西
大

は

た

べ
の
あ
た
い

ま

ろ

33

35

寺
食
堂
院
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
９
５
０
か
ら
出
土
し
た
木
簡
だ
が
、
Ｓ
Ｅ
９
５
０

じ
き
ど
う
い
ん

か
ら
は

以
外
に
も
「
少
」
＋
貢
進
者
名
＋
「
大
豆
五
斗
」
を
基
本
書
式
と

41

す
る
荷
札
が
複
数
出
土
し
て
い
る
（
城
三
八

－

一
八
下(

六
五)

ほ
か
）
。

冒
頭
の
「
少
」
は
未
詳
だ
が
、
西
大
寺
が
越
前
国
坂
井
郡
（
今
の
福
井

え
ち
ぜ
ん

さ

か

い

県
あ
わ
ら
市
・
坂
井
市
お
よ
び
福
井
市
北
部
に
ほ
ぼ
相
当
）
に
荘
園
赤
江
庄

あ
か
え

を
所
有
し
、
Ｓ
Ｅ
９
５
０
か
ら
は
そ
の
赤
江
庄
か
ら
の
黒
米
の
荷
札
（
城
三

八
－

一
八
上(

五
九)

ほ
か
）
が
多
く
出
土
し
て
い
る
こ
と
や
、
別
遺
構
か
ら

の
出
土
で
は
あ
る
が
越
前
国
か
ら
の
大
豆
の
荷
札
（
１
期
展
示

）
が
存
す

12

る
こ
と
な
ど
か
ら
は
、
越
前
国
足
羽
郡
の
少
名
郷
（
今
の
福
井
市
小
稲
津
付

あ
す

は

お

な

近
か
）
を
省
略
し
て
記
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
現
地
と
西
大
寺
と
の

結
び
つ
き
の
強
さ
ゆ
え
の
略
記
、と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、
郷
名
の
一
文
字
を
冒
頭
に
記
す
荷
札
と
し
て
は
、
他
に
島
根
県
出
雲

市
の
青
木
遺
跡
の
事
例
が
知
ら
れ
る
。

の
レ
プ
リ
カ
は
、
文
字
を
熱
転
写
用
紙
で
材
に
印
刷
す
る
手
法
で
作

41
ら
れ
て
い
る
。
文
字
は
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
し
て
綿
密
な
推
敲
を
重
ね
た

も
の
で
、
墨
の
滲
み
や
擦
れ
、
濃
淡
も
忠
実
に
再
現
し
て
お
り
、
そ
れ
で

に
じ

す

い
て
読
み
や
す
い
。
加
え
て
、
材
の
木
取
り
や
加
工
痕
跡
な
ど
、
細
部
に

ま
で
こ
だ
わ
り
抜
い
た
精
巧
な
作
り
が
目
を
引
く
。
現
状
で
、
最
も
実
物

の
《
再
現
度
》
の
高
い
レ
プ
リ
カ
の
一
つ
で
あ
る
。

木
簡
を
守
り
伝
え
る

再
処
理
を
施
し
た
木
簡
３

兵
部
省
か
ら
の
兵
衛
の
呼
び
出
し
状

44

(

Ｓ
Ｄ
５
１
０
０
出
土
。
城
二
二

－

八
下(

二
〇)

)

左
兵
衛
出
雲
佐
為
麻
呂

(
表)
兵
部
省
召

出
雲
浄
麻
呂

右
今
日
不
過
参
向
省
家

江
野
麻
呂

付

村
安
万
呂

(

裏)

天
平
八
年
十
一
月
廿
八
日
大
録
田
辺
史
真
立

長
さ
三
〇
二
㎜
・
幅
三
八
㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
一
一
型
式
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武
官
の
人
事
や
兵
士
・
兵
器
の
管
理
を
司
る
兵

部

省
が
、
左
兵
衛
府
の

ひ
よ
う
ぶ
し
よ
う

さ

ひ

よ

う

え

ふ

兵
衛
三
人
に
当
日
中
に
本
庁
に
来
る
よ
う
命
令
し
て
い
る
召
文
の
木
簡
。
二

め
し
ぶ
み

条
大
路
木
簡
。
当
時
の
兵
部

卿

（
長
官
）
は
藤
原
麻
呂
。
呼
び
出
さ
れ
た

き
よ
う

兵
衛
た
ち
は
、
皇
后
宮
の
警
備
に
あ
た
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
ご
う
ぐ
う

召
文
は
呼
ば
れ
た
人
が
そ
の
木
簡
を
持
参
す
る
例
が
多
い
と
さ
れ
る
が
、

の
場
合
は
呼
ば
れ
た
人
が
い
た
付
近
で
廃
棄
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ

44る
。
兵
衛
は
、
首
都
防
衛
・
警
護
部
隊
の
主
力
で
あ
る
。
休
日
で
も
遠
出
は

原
則
禁
止
で
あ
り
、
ま
た
時
に
は
呼
び
出
し
を
受
け
て
慌
て
て
出
勤
し
た
り

と
、
苦
労
も
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

再
処
理
を
施
し
た
木
簡
４

も
ち
米
の
粉
米
の
支
給
伝
票

45

（
Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
出
土
。
京
二

－

一
九
九
一
）

受
小
嶋
女

ｏ
糯
粉
米
五
升

十
一
月
廿
二
日
稲
虫
書
吏

長
さ
二
一
六
㎜
・
幅
二
六
㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
一
一
型
式

長
屋
王
家
木
簡
。「
小
嶋
女
」
と
い
う
女
性
を
受
取
人
と
し
て
「
糯
粉
米
」

こ

じ

ま

め

も
ち

を
支
給
し
た
際
の
伝
票
木
簡
。
五
升
は
今
の
二
升
二
合
五
勺
ほ
ど
で
、
米
だ

と
お
よ
そ
三
・
五
㎏
。
稲

虫
と
書
吏
（
い
ず
れ
も
長
屋
王
家
の
家
政
機
関

い
な
む
し

し
よ
り

の
役
人
だ
が
、
「
稲
虫
」
は
個
人
名
で
「
書
吏
」
は
家
政
機
関
の
第
四
等
官

の
役
職
名
）
の
二
人
が
責
任
者
。

長
屋
王
家
木
簡
中
に
は
、
他
に
も
「
粉
米
」
の
支
給
伝
票
が
あ
る
。
興
味

深
い
の
は
、「
綾
粉
米
」（
城
二
一
―
一
三
上(

八
七)

）
や｢

御
服
粉
米
」（
城

二
一
―
一
五
下(

一
一
九)

）
な
ど
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、

粉
米
は
食
料
で
は
な
く
繊
維
製
品
関
連
の
何
ら
か
の
工
程
で
用
い
ら
れ
た
と

み
ら
れ
、
糊
と
し
て
の
使
用
の
可
能
性
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
受
給
者
に
女

の
り

性
が
多
い
の
も
、
そ
の
用
途
に
関
係
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

の
表
面
に
は
年
輪
が
縦
方
向
に
表
れ
て
お
り
、ま
た
上
端
の
切
断
面
（
木

45
口
面
）
を
よ
く
見
る
と
、
年
輪
が
斜
め
方
向
に
走
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

元
来
木
口
面
が
丸
い
材
木
か
ら
板
を
切
り
出
せ
ば
、
板
目
と
柾
目
の
中
間
的

こ
ぐ
ち

い
た

め

ま
さ

め

な
材
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
も
の
を
「
追
い
柾
目
」
な
ど
と
呼

ぶ
こ
と
も
あ
る
。
板
目
／
追
い
柾
目
／
柾
目
の
境
界
は
あ
く
ま
で
便
宜
的
な

も
の
で
あ
り
、

の
材
は
板
目
か
、
あ
る
い
は
追
い
柾
目
と
み
な
し
て
も
よ

45

い
か
も
し
れ
な
い
（
４
も
参
照
）。

【
木
簡
が
見
つ
か
っ
た
遺
構
】

Ｓ
Ｄ
５
３
１
０
（
展
示
番
号
３
）

二
条
大
路
木
簡

一
九
八
九
年

平
城
京
左
京
三
条
二
坊
八
坪
（
光
明
皇
后
宮
。
旧
長
屋
王
邸
）
と
二
条
二
坊
五
坪
（
藤
原

麻
呂
邸
）
の
間
の
二
条
大
路
の
南
北
両
端
に
掘
ら
れ
た
濠
状
の
遺
構
の
う
ち
、
藤
原
麻
呂
邸

南
門
前
か
ら
西
に
二
条
大
路
北
端
に
沿
っ
て
延
び
る
遺
構
。
幅
二
～
二
・
七
ｍ
、
深
さ
一
～

一
・
三
ｍ
。
総
延
長
約
六
ｍ
以
上
。
東
端
は
Ｓ
Ｂ
５
３
１
５
の
西
四
ｍ
で
、
西
端
は
調
査
区

外
。
木
簡
は
、
七
〇
八
点
（
う
ち
削
屑
四
二
八
点
）
が
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｄ
４
１
０
０
（
展
示
番
号
４
）

一
九
六
六
年

平
城
宮
東
南
隅
の
南
面
大
垣
内
側
を
東
に
流
れ
る
東
西
溝
。
幅
最
大
六
ｍ
、
深
さ

最
大
一
ｍ
。
東
面
大
垣
内
側
の
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
３
４
１
０
に
合
流
す
る
。
木
簡
は
、

式
部

省

の
勤
務
評
価
に
関
わ
る
削
屑
が
大
半
で
、
養
老
・
神
亀
年
間
（
七
一
七
～

し
き

ぶ

し
ょ
う

七
二
九
）
か
ら
宝
亀
元
年
（
七
七
〇
）
の
も
の
ま
で
を
含
む
が
、
養
老
・
神
亀
年
間

の
も
の
は
南
面
大
垣
を
横
断
す
る
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
１
１
６
４
０
と
一
連
の
遺
物
と
み
ら

れ
、
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
４
１
０
０
の
木
簡
は
基
本
的
に
宝
亀
元
年
頃
に
一
括
し
て
投
棄
さ

れ
た
と
み
ら
れ
る
。
な
お
、
宝
亀
年
間
（
七
七
〇
～
七
八
一
）
頃
に
北
側
に
移
転
し

て
き
た
と
み
ら
れ
る
神
祇
官
関
連
木
簡
も
わ
ず
か
に
含
ま
れ
る
。
木
簡
は
約
一
万

じ
ん

ぎ

か
ん

三
千
点
（
う
ち
削
屑
約
一
万
二
千
点
）
出
土
し
た
。
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Ｓ
Ｄ
５
３
０
０
（
展
示
番
号
７
）

二
条
大
路
木
簡

一
九
八
九
年

平
城
京
左
京
三
条
二
坊
八
坪
（
光
明
皇
后
宮
。
旧
長
屋
王
邸
）
と
二
条
二
坊
五
坪

(

藤
原
麻
呂
邸
）
の
間
の
二
条
大
路
上
の
南
北
両
端
に
掘
ら
れ
た
濠
状
の
遺
構
の
う

ち
、
藤
原
麻
呂
邸
南
門
前
か
ら
東
に
二
条
大
路
北
端
に
沿
っ
て
延
び
る
遺
構
。
幅
二

～
二
・
七
ｍ
、
深
さ
一
～
一
・
三
ｍ
。
総
延
長
は
約
五
八
ｍ
。
西
端
の
門
前
か
ら
、

藤
原
麻
呂
の
家
政
機
関
に
関
わ
る
木
簡
が
集
中
し
て
見
つ
か
っ
た
。
木
簡
は
、
約
三

万
五
千
点
（
う
ち

削

屑
約
二
万
九
千
点
）
が
出
土
し
た
。

け
ず
り
く
ず

Ｓ
Ｄ
５
０
５
０
（
展
示
番
号
８
）

一
九
六
七
年

平
城
宮
小
子
門
付
近
の
Ｓ
Ｄ
４
９
５
１
を
門
付
近
を
迂
回
す
る
た
め
に
西
に
付
け

替
え
た
南
北
溝
で
、
宮
外
に
流
れ
出
て
か
ら
、
東
一
坊
大
路
西
側
溝
と
な
っ
た
Ｓ
Ｄ

４
９
５
１
に
合
流
す
る
。
小
子
門
付
近
で
は
底
に
玉
石
を
敷
き
、
杭
と
側
板
で
護
岸

し
て
い
る
。
幅
一
・
二
ｍ
、
深
さ
〇
・
二
ｍ
。
宮
外
に
出
て
か
ら
は
素
掘
り
に
な
り
、

幅
一
・
八
ｍ
、
深
さ
〇
・
五
ｍ
。

内
裏
西
南
隅
外
郭
整
地
土
（
展
示
番
号

）

一
九
七
四
年

13

第
一
次
大
極
殿
院
東
南
隅
と
内
裏
外
郭
西
南
隅
に
挟
ま
れ
た
谷
部
に
施
さ
れ
た
整

地
土
。
木
簡
は
、
造
営
直
前
の
地
表
面
と
整
地
土
と
の
間
に
堆
積
し
た
建
築
用
材
の

破
片
や
は
つ
り
屑
、
檜
皮
な
ど
と
と
も
に
、
二
一
二
点
（
う
ち
削
屑
一
四
二
点
）
が

出
土
し
た
。

Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
（
展
示
番
号

、

、

、

、

）

は
重
要
文
化
財

14

19

37

39

45

39

長
屋
王
家
木
簡

一
九
八
八
・
八
九
年

平
城
京
左
京
三
条
二
坊
一
・
二
・
七
・
八
坪
で
見
つ
か
っ
た
左
大
臣
長
屋
王
の
邸

宅
の
う
ち
、
八
坪
東
南
隅
に
東
面
築
地
塀
の
内
側
に
沿
っ
て
掘
ら
れ
た
南
北
溝
状
の

つ
い

じ

べ
い

ゴ
ミ
捨
て
土
坑
。
幅
三
ｍ
、
深
さ
一
ｍ
。
総
延
長
は
約
二
七
・
三
ｍ
。
平
城
遷
都
か

ら
ま
も
な
い
時
期
の
、
貴
族
の
家
政
機
関
の
資
料
と
い
う
他
に
類
例
の
な
い
木
簡
が

出
土
し
た
。
長
屋
王
が
式
部
卿

を
務
め
て
い
た
霊
亀
二
年
（
七
一
六
）
後
半
の
、

し
き

ぶ

き
ょ
う

邸
内
に
お
け
る
米
支
給
の
伝
票
木
簡
を
主
体
と
す
る
。
木
簡
は
、
約
三
万
五
千
点
（
う

ち
削
屑
約
二
万
九
千
点
）
が
出
土
し
た
。
二
〇
二
〇
年
、
こ
の
う
ち
の
一
部
が
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

Ｓ
Ｄ
３
０
３
５
（
展
示
番
号

）

国
宝

一
九
六
五
年

15

造
酒
司
の
井
戸
の
排
水
を
流
す
た
め
に
、
役
所
の
西
辺
に
位
置
を
ず
ら
し
な
が

ぞ
う
し
ゅ

し

ら
何
度
か
掘
ら
れ
た
南
北
溝
の
一
つ
。
幅
約
七
〇
㎝
、
深
さ
約
二
〇
㎝
。
南
端
は
造

酒
司
南
限
の
築
地
塀
を
暗
渠
で
抜
け
て
宮
内
道
路
の
側
溝
に
接
続
す
る
。
奈
良
時

あ
ん
き
ょ

代
前
半
の
霊
亀
・
養
老
・
神
亀
（
七
一
七
～
七
二
九
）
の
年
号
を
も
つ
木
簡
が
ま
と

ま
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
最
上
層
か
ら
は
天
平
勝
宝
八
歳
（
七
五
六
）
十
月
の
年
紀

の
あ
る
木
簡
（
宮
二
―
二
二
四
七
）
が
出
土
し
て
お
り
、
奈
良
時
代
半
ば
過
ぎ
に
埋

没
し
た
と
み
ら
れ
る
。
な
お
、
木
簡
は
溝
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
ま
ん
べ
ん
な
く
出
土
し

て
い
る
の
で
は
な
く
、
溝
が
溜
ま
り
状
に
広
が
っ
た
部
分
か
ら
集
中
的
に
出
土
し
て

い
る
。
溝
の
遺
物
で
は
あ
る
が
、
土
坑
状
の
遺
構
の
遺
物
が
主
体
と
み
る
こ
と
も
で

き
、
年
代
や
内
容
の
一
括
性
の
高
さ
は
こ
れ
に
由
来
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

出
土
木
簡
は
、
同
じ
く
造
酒
司
内
で
検
出
さ
れ
た
井
戸
Ｓ
Ｅ
３
０
４
６
お
よ
び
溝

Ｓ
Ｄ
３
０
４
７
・
３
０
５
０
出
土
木
簡
と
と
も
に
、
平
城
宮
造
酒
司
出
土
木
簡
と
し

て
二
〇
一
五
年
に
重
要
文
化
財
に
、
さ
ら
に
平
城
宮
跡
出
土
木
簡
の
一
部
と
し
て
二

〇
一
七
年
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
（
五
六
八
点
〈
う
ち
削
屑
三
五
九
点
〉
）。

Ｓ
Ｋ
３
１
３
９
（
展
示
番
号

）

一
九
六
五
年

16

東

院
西
辺
の
南
北
に
長
い
ゴ
ミ
捨
て
穴
。
長
さ
一
〇
ｍ
、
幅
二
ｍ
、
深
さ
〇
・

と
う
い
ん

一
五
～
〇
・
二
四
ｍ
。
天
平
宝
字
三
年
（
七
五
九
）
と
神
護
景
雲
四
年
（
七
七
〇
）

の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
木
簡
は
四
点
が
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｄ
１
１
６
４
０(

展
示
番
号

）

一
九
八
四
年

20

平
城
宮
南
面
大
垣
東
端
か
ら
西
に
五
〇
ｍ
の
位
置
で
、
南
面
大
垣
を
横
断
す
る
幅

三
・
五
ｍ
、
深
さ
〇
・
八
ｍ
の
南
北
溝
。
北
端
は
大
垣
内
側
の
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
４
１
０

０
に
接
続
し
、
南
面
大
垣
を
抜
け
た
あ
と
、
二
条
大
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
１
２
５
０
に
合

流
す
る
。
溝
の
埋
土
の
上
に
大
垣
本
体
が
築
か
れ
て
い
る
が
、
暗
渠
な
ど
の
痕
跡

あ
ん
き
ょ

は
な
い
。
木
簡
は
一
一
七
一
点
（
う
ち
削
屑
一
〇
三
〇
点
）
が
出
土
し
た
。

霊
亀
二
年
（
七
一
六
）
か
ら
神
亀
五
年
（
七
二
八
）
ま
で
の
年
紀
の
あ
る
木
簡
を

含
み
、
神
亀
年
間
以
降
の
早
い
時
期
に
埋
め
立
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
溝
が
機

能
し
て
い
た
時
期
に
は
こ
の
部
分
の
南
面
大
垣
は
分
断
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る

が
、
遷
都
か
ら
二
〇
年
近
く
も
開
渠
の
ま
ま
だ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
か
ら
、
宮
東

南
隅
部
分
で
の
改
作
の
際
に
、
バ
イ
パ
ス
的
な
排
水
溝
と
し
て
臨
時
に
開
削
し
た
も
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の
か
。
な
お
、
隣
接
す
る
東
面
大
垣
に
お
い
て
も
、
大
垣
を
横
断
す
る
二
時
期
に
わ

た
る
開
渠
の
痕
跡
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
同
様
の
機
能
を
果
た
し
た
溝
と
み
ら
れ
る
。

佐
紀
池
南
岸
整
地
土
（
展
示
番
号

）

一
九
八
六
年

24

平
城
宮
第
一
次
大
極
殿
院
の
北
西
に
位
置
す
る
園
池
遺
構
Ｓ
Ｇ
８
１
９
０
の
南

岸
、
お
よ
び
平
城
宮
内
の
基
幹
排
水
路
の
一
つ
で
あ
り
第
一
次
大
極
殿
院
西
辺
を
画

し
て
南
流
す
る
西
大
溝
Ｓ
Ｄ
３
８
２
５
の
西
側
に
広
が
る
整
地
土
。
多
数
の
遺
物
と

と
も
に
木
屑
層
・
炭
層
を
形
成
し
て
お
り
、
大
極
殿
院
東
南
隅
外
側
の
整
地
土
出
土

の
木
簡
と
似
た
出
方
を
し
て
い
る
。
木
簡
は
、
二
七
一
点
（
う
ち
削
屑
六
三
点
）
が

出
土
し
た
。

Ｓ
Ｋ
８
２
０
（
展
示
番
号

）

国
宝

一
九
六
三
年

25

内
裏
の
北
東
に
位
置
す
る
北
外
郭
官
衙
西
辺
に
掘
ら
れ
た
方
形
の
ゴ
ミ
捨
て
穴
。

だ
い
り

き
た
が
い
か
く
か
ん
が

一
辺
約
四
ｍ
、
深
さ
約
二
・
三
ｍ
。
天
平
十
七
年
（
七
四
五
）
の
平
城
還
都
後
の
こ

の
地
域
の
再
整
備
に
関
わ
る
ゴ
ミ
を
投
棄
し
た
土
坑
で
、
天
平
十
九
年
（
七
四
七
）

頃
に
埋
め
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
木
簡
は
、
約
一
八
〇
〇
点
が
出
土
し
た
（
う
ち
削

屑
約
一
〇
〇
〇
点
）
。
平
城
宮
跡
で
最
初
に
千
点
規
模
の
木
簡
群
が
見
つ
か
っ
た
遺

構
で
あ
る
。
出
土
木
簡
は
、
平
城
宮
跡
内
裏
北
外
郭
官
衙
出
土
木
簡
と
し
て
二
〇
〇

七
年
に
重
要
文
化
財
に
、
さ
ら
に
二
〇
一
七
年
に
平
城
宮
跡
出
土
木
簡
の
一
部
と
し

て
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
。

Ｓ
Ｄ
５
１
０
０
（
展
示
番
号

、

、

）

二
条
大
路
木
簡

一
九
八
八
・
八
九
年

28

29

44

平
城
京
左
京
三
条
二
坊
八
坪
（
光
明
皇
后
宮
。
旧
長
屋
王
邸
）
と
二
条
二
坊
五
坪

（
藤
原
麻
呂
邸
）
の
間
の
二
条
大
路
上
の
南
北
両
端
に
掘
ら
れ
た
濠
状
の
遺
構
の
う

ち
、
皇
后
宮
の
北
門
か
ら
八
坪
北
辺
築
地
塀
に
沿
っ
て
二
条
大
路
南
端
に
掘
ら
れ
た

遺
構
。
幅
二
・
六
ｍ
、
深
さ
〇
・
九
ｍ
。
総
延
長
約
一
二
〇
ｍ
。
木
簡
は
、
約
三
万

八
千
点
（
う
ち
削
屑
約
三
万
一
千
点
）
が
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｅ
９
５
０
（
展
示
番
号

、

、

、

）

二
〇
〇
六
年

33

34

35

41

平
城
京
右
京
一
条
三
坊
八
坪
（
西
大
寺
食
堂

院
推
定
地
）
で
検
出
し
た
、
奈
良

じ
き
ど
う
い
ん

時
代
後
半
に
属
す
る
井
戸
。
井
籠
組
で
平
面
方
形
、
内
法
は
一
辺
約
二
・
三
ｍ
、
検

出
面
か
ら
の
深
さ
は
約
二
・
八
ｍ
と
、
平
城
京
内
で
も
最
大
級
の
規
模
を
誇
る
。
井

戸
枠
は
横
板
材
五
段
分
が
残
存
し
て
い
た
が
、
内
部
か
ら
井
戸
枠
と
み
ら
れ
る
木
材

が
出
土
し
て
お
り
、
元
は
六
段
以
上
存
在
し
た
と
み
ら
れ
る
。
底
に
浄
水
用
と
し
て

直
径
三

前
後
の
円
礫
を
敷
き
詰
め
、
そ
の
上
に
木
炭
を
敷
く
。

cm

木
簡
は
約
二
七
〇
〇
点
（
う
ち
削
屑
約
二
一
〇
〇
点
）
が
出
土
し
た
。
井
戸
内
の

遺
物
は
上
か
ら
ａ
～
ｅ
の
五
層
に
分
け
て
取
り
上
げ
た
が
、
こ
の
う
ち
ｄ
層
は
木
屑

の
間
層
を
多
量
に
含
み
、
遺
物
も
多
く
出
土
し
て
い
る
。
木
簡
の
多
く
も
、
こ
の
ｄ

層
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。
木
簡
の
年
紀
は
延
暦
年
間
（
七
八
二
～
八
〇
六
）
に
限
ら

れ
る
。
ま
た
、
井
戸
枠
に
は
樹
皮
が
残
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
年
輪
年
代
測
定
に

よ
れ
ば
伐
採
時
期
は
七
六
七
年
（
神
護
景
雲
元
年
）
晩
秋
か
ら
翌
七
六
八
年
早
春
に

か
け
て
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。

（
奈
良
文
化
財
研
究
所
史
料
研
究
室
）
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【
木
簡
の
型
式
分
類
と
そ
の
説
明
】

〇
一
一
型
式

長
方
形
の
材
の
も
の

〇
一
五
型
式

長
方
形
の
材
の
側
面
に
穴
を
穿
っ
た
も
の

〇
一
九
型
式

一
端
が
方
頭
で
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
で
原
形
が
失
わ
れ
た
も
の

〇
二
一
型
式

小
型
矩
形
の
も
の

〇
二
二
型
式

小
型
矩
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の

〇
三
一
型
式

長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の

方
頭
・
圭
頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る

〇
三
二
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の

〇
三
三
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
、
他
端
を
尖

ら
せ
た
も
の

〇
三
九
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端
は

折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の

〇
四
一
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
、
羽
子
板
の
柄
状
に
作
っ

た
も
の

〇
四
三
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
を
羽
子
板
の
柄
状
に
作
り
、
残
り
の
部
分

の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の

〇
四
九
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
を
羽
子
板
の
柄
状
に
し
て
い
る
が
、
他
端

は
折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の

〇
五
一
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の

〇
五
九
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
が
、
他
端
は
折
損
・
腐

蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の

〇
六
一
型
式

用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の

〇
六
五
型
式

用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の

〇
八
一
型
式

折
損
、
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し
な
い
も
の

〇
九
一
型
式

削
屑


